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既存住宅の現況検査を行う制度



既存住宅の現況検査を行う制度について

既存住宅の現況検査については、場面、目的に応じて活用可能な制度が用意されている。
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① 既存住宅の住宅性能表示制度における現況検査、特定現況検査（腐朽等、蟻害）
② 既存住宅インスペクション・ガイドラインによるインスペクション
③ 既存住宅売買瑕疵保険における現場検査③ 既存住宅売買瑕疵保険における現場検査

新築住宅 既存住宅 既存住宅

① 既存住宅性能表示の現況検査

② インスペクション

① 既存住宅性能表示の現況検査

② インスペクション

・建築確認検査
・住宅性能表示の検査
・瑕疵担保保険の検査

流通（売買）時居住者が現況を知りたい時

◆検査事例（共同住宅の雨漏りについて）

③ 既存瑕疵保険の現場検査

② インスペクション

※住宅瑕疵担保責任保険協会に登録

② インスペクション・瑕疵担保保険の検査

【屋根】※
・保護層の著しいせり上がり
・防水層の破断
・ル フィング シ トの接合部の剥離

【屋内側の壁、柱、梁、天井】
・漏水等の跡

※住宅瑕疵担保責任保険協会に登録
された既存住宅現況検査技術者が
②を行う場合は、③に代えることが
できる取扱あり

・ルーフィング、シートの接合部の剥離

※既存インスペクションガイドラインではオプション検査
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住宅性能表示制度（既存住宅）における現況検査と選択項目について

・壁、床、屋根などの劣化状況の検査を行う「現況検査」は既存住宅の性能表示の必須項目
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壁、床、屋根な 劣 状況 検 を行う 現況検 」 既存住 性能表 必須項目
・腐朽や蟻害などに関する詳細検査である「特定現況検査」と、耐震性能等の
「個別性能に関すること」は選択項目

特定現況検査（腐朽等・蟻害）

【選択項目】【必須項目】

構造の安定に関すること

【個別性能に関すること】

現
況
検

維持管理・更新への配慮に関すること

火災時の安全に関すること
＋

検
査 空気環境に関すること

維持管理 更新への配慮に関すること

省エネ・

高齢者への配慮に関すること

光・視環境に関すること
省

劣化対策の
追加を検討

防犯に関すること
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現況検査の具体的イメージについて①
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【現況検査の検査部位（一戸建て）】
【現況検査の方法】
・評価員が目視で確認できる範囲（床組、小屋組等に
ついては点検口からの目視）について検査を行う。ついては点検口からの目視）について検査を行う。

・検査は目視による非破壊検査を原則とし、項目によっては
スケールによる計測、打診ハンマーの打撃音の確認、
レーザーレベルによる傾斜の計測なども併せて行う。レ ザ レ ルによる傾斜の計測なども併せて行う。

各検査部位について、劣化事象等（著しいひび割れ・
欠損、漏水等の跡など）を判定

【総合判定】【総合判定】
劣化事象等の中から、構造躯体（柱や梁など）に

関係するもの、雨水侵入（雨漏り）に関連があるもの
についての検査結果に基づき、劣化等の状況をについての検査結果に基づき、劣化等の状況を
総合的に判定
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現況検査の具体的イメージについて②

【現況検査の検査部位（共同住宅）】
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【現況検査の検査部位（共同住宅）】

4


